
第２学年 単元名「筆算のきまりを見つけよう」
～正確で分かりやすい方法の発見～

１ 平成２１年度 香小研仲善支部算数部会テーマについて
仲善のテーマ

子どもと算数を創る
子どもたちの思い・願いを大切にした授業

テーマを「子どもと算数を創る」とした。「子どもと算数を創る」とは，教師が一方的に教材を教
え込むのではなく，導入時に教材と出会ったときに持つ子供のあいまいな思いや疑問，おどろき等を
出発点にして，教師が子どもの意識の流れをくみ取りながら，また子ども同士でいろいろな考えを交
流させながら，子どもたちがねらいに近づいていけるように支援していく学習の姿をめざしている。
そして，サブテーマを「子どもたちの思い・願いを大切にした授業」とした。子どもたちは，学習

の主体者である。私たち教師が教材に対する子どもの実態をどのように捉えるかによって，学習の流
れや支援の仕方が変わってくる。
導入において教材と出会わせたとき，教師も子どもの目線で，子どもたちがどんなことを問うのだ

ろうか，どんな疑問をもつのだろうか，どんなつまずきがあるのだろうか等，具体的な子どもの姿で
イメージし考えること，そして，対応していくことが，子どもたちの思いを大切にするということで
ある。教師はともすると，指導案作成の際に学習過程を先に考えておいてそこに子どもを乗せようと
するが，常に教材と子どもが先にあることを大切にしていきたい。

子どもたちの「願い」とは，教材と出会い，そこから生まれた新たな課題（問題）の見通しや問題
解決の糸口が見えてきたときから生まれてくるものと考える。例えば，学習問題を意識した子どもの
ことばに置き換えてみると，次のような反応が予想される。「分かったぞ。この方法で解いてみたら
できそうだ」「まだ少し分からないからグループで考えさせてほしい」「実際に測って調べてみたい
なあ」等である。教師は，子どもたちの「やってみよう」「難しいけど挑戦してみようかな」という
意欲を持たせるような支援を工夫していきたい。

そのために私たち教師は，「子どもたちの思い・願いを大切にした授業」を「子どもたちとともに創
り上げ」ていくために，下記の仮説，期待する子ども像を持ち，３つの研究の視点から実践・研究し
ていきたい。

２ 研究の内容について

(1) 研究仮説
子ども自らの考えや思いを大切にした学習問題を設定し，学習の対象や友だちと積極的にか

かわり合いながら問題解決をしていく場（過程）や発問・助言を工夫していけば，よりよい考
えをみんなで創っていこうとして考える楽しさや分かる喜びを味わう学習ができるのではない
か。

(2) 期待する子ども像
① 分からないことやあいまいな思い・疑問などを明確にし，そこから自分の学習問題を設定
する子

② 既習事項や経験をもとに，自分の考えを作ろうとする子
③ 自分の考えを絵や図，ことば，式等と関係づけて分かりやすく表現する子
④ 友だちの考えを自分と比べながら聞き，よりよい方法や考えに高めていこうとする子
⑤ 学んだことや考えた過程を振り返ったり，次時の課題につなげたりする子



(3) 研究仮説に迫るために （研究の視点）
※ 教科書（啓林館）をベースに考える

① 教材の見方（分析）・系統性
教科書は限られたスペースの中で編集されているため，教材（資料）と子どもたちの意識

の流れとの間にずれが生じることがある。そこで，教材と教材，活動と活動の間に子どもた
ちの意識の流れをつなぐための教材や発問を工夫する。
また，教師が教材を分析するには，系統性を把握しておく必要がある。このように，教材

分析と系統性の把握が子どもたちに数学的なものの見方や考え方を育てるための重要な鍵に
なる。

② 数学的な見方・考え方・学び方を育てる発問・助言
〈 数学的な考え方を育てる手順を把握 〉

指導書 ⇒ 単元の目標・観点別の目標の確認 ⇒ 単元計画に目を通す
⇒ 数学的な考え方を重視している時間を見つける ⇒ 本時の子どもたち
の反応を予測する ⇒ 数学的な考えを導き出すための発問・助言を考える

このような段階を踏まえることによって，数学的な見方・考え方ができる子どもを育てら
れると考える。なぜなら，算数学習においては，同じような，似たような見方・考え方・方
法で処理し，類推できるものが極めて多く，それを想起させたり，気付かせたりすることを
積み重ねることによって，数学的な見方，考え方が育つと考えられるからである。

③ 考えさせる場（思考の過程）を大切にした支援の工夫
〈 考える経験の場を増やす 〉

「考えようとしたり，考えたりする」経験が多い子どもたちほど，考える楽しさを知って
いる。また，自分で問題に向かい解決できた満足感や達成感も味わうことができる。さらに，
ねばり強く最後までがんばろうとする意欲や態度も育つであろう。

〈 何を，どのように考えさせるかを明確に 〉
そこで，「考えること」で大切にしたいのは「どこで，何を，どのように考えさせばよい
か」を明確にしておくことである。また，ここでは，子どもたちの考えを交流させ，よりよ
い考えに高めていく場でもありたい。

〈 考えた過程を伝えるために 〉
そこで，子どもたちが自分の考えを伝える能力（表現力）を育てていくことも大切にした
い。そのためには，ペアで説明し合う場面を設定したり，友達の考えを自分の言葉に直して
説明したりする機会を取ったり，それらをノートに書き表したりすることも積極的に組み込
んでいきたい。

上記にあげた視点を大切にしながら，研究テーマに迫っていく実践を積み上げていきたい。

３ 実践
(1) 単元名 筆算のきまりを見つけよう －正確で分かりやすい方法の発見－
(2) 単元の目標
（２位数）±（２位数）の筆算の仕方を理解し，計算することができる。
・ 筆算のよさに気付き活用しようとする。また，答えの見当をつけてから計算しようとする。
加減法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えたり計算の確かめに生かそうと
する。〈関心・意欲・態度〉

・ 十進位取り記数法のしくみをもとにして，（２位数）±（２位数）の筆算の仕方を考えるこ
とができる。〈数学的な考え方〉

・ （２位数）±（２位数）の筆算を一の位から順に繰り上がりや繰り下がりに気をつけて，手
際よく計算できる。〈表現・処理〉

・ 筆算の仕方を知り，（２位数）±（２位数）の計算の仕方を説明することができる。
〈知識・理解〉



(3) 学習指導と評価の計画
時 学 習 活 動 単元の評価基 学習活動における評価規準
数 準

関 考 表 知
１ 筆算を学習するという課題 ○ （２位数）＋（２位数）で繰り上が
をつかみ，（２位数）＋（２ りのない場合の答えの求め方を考え，
位数）で繰り上がりのない ノートに書いたり，説明したりするこ
筆算ができる。 とができる。

２ 具体物を使って計算方法を ○ ○ （２位数）＋（２位数）で一の位に
（本 考える活動を通して，（２ 繰り上がりのある筆算の仕方を説明す
時）位数）＋（２位数）で一の ることができる。

位に繰り上がる筆算ができ （１，２位数）＋（１，２位数）で
る。 一の位に繰り上がりのある筆算ができ

る。
３ （２位数）＋（２位数）の ○ ○ （２位数）＋（２位数）の筆算や計算
練習とその適応題 の間違いさがしができる

４ 具体物を使って計算方法を ○ （２位数）－（２位数）の答えの求め
考える活動を通して，（２ 方を具体物を使って考え，ノートに書
位数）－（２位数）で繰り いたり説明したりすることができる。
下がりのない筆算ができ
る。

５ 具体物を使って計算方法 ○ ○ （２位数）－（２位数）で繰り下が
を考える活動を通して，（２ りのある筆算の仕方を説明することが
位数）－（２位数）で繰り できる。
下がりのある筆算ができ （２位数）－（１，２位数）で，一
る。 の位に繰り下がりのある筆算ができる。

６ （２位数）－（２位数） ○ （２位数）－（２位数）の筆算や答え
の練習とその適応題 の確かめができる。

７ たし算とひき算の相互関係 ○ ○ ひき算では，ひく数と答えをたすとひ
に着目したひき算の筆算の かれる数になることを説明できる。
答えの確かめができる。 （２位数）－（１，２位数）で答えの

確かめができる。
８ たし算について，交換法則 ○ ○ たし算では，たされる数とたす数を
が成り立つことに気付き， 入れかえても答えが同じになることを
これを用いてたし算の答え 説明できる。
を確かめることができる。 交換法則がどんなときに活用できる

かを言うことができる。
９ たしかめどうじょう ○ ○ （２位数）＋（２位数）の筆算や（２

位数）－（２位数）の筆算の計算がで
きる。



４ 本時の学習指導
(1) 目標

繰り上がりのある筆算を，十の位からたす方法と一の位からたす方法を比較することによって，
筆算は一の位からたすというきまりを見つけることができる。

(2) 学習指導過程
学 習 活 動 児 童 の 反 応 教 師 の 支 援 活 動

１ 前時の復習をする ・昨日は筆算を初めて習ったよ。 ・筆算のかきかた，計算方法を確
・筆算は位をそろえてたてにかくんだっ 認し，掲示しておく。
たな。 ①同じ位どうしたす

・一の位からたしても十の位からたして ②たてに位をそろえてかく。
も答えは同じになったな。 ・筆算のよさにもふれておく。

２ 本時の学習課題 ・筆算で早く計算したいな。 ・横書きの式を板書し，筆算の形
をつかむ。 ・一の位をたすと４＋８＝１２になる。 でもかかせる。
・３４＋２８ 昨日と違って繰り上がりがあるよ。 ・本時の計算は，昨日の計算とど

・ ３ ４ １２はどこにかけ こが違うのか見つけさせる
＋ ２ ８ ばいいのかな。 ・困ることはないか発表させる。
５ 12 ・答えが５１２になるのは，へん

・３４を３０，２８を２０とみると３０ だと見当をつけて，間違いに気
＋２０＝５０なのに答えが５００を超 付かせる。
えるのはへんだなあ。 ・学習のめあてをみんなで作るよ

うにする。
くり上がりがある ひっさんのきまりを 見つけよう。

３ 計算棒を操作し 十の位からたす ・十の位からたすのか一のくらい
ながら３４＋２８ ・十の位からたしていこう。 からたすのかノートに意思表示
の計算の仕方を考 ・３＋２＝５ をして取り組ませる。
える。 ・一の位は４＋８＝１２ ・位取り板を使って計算棒を操作
(1)個別に考える。 一の位の部屋に数え棒が１２本も入ら させ，操作したことを筆算にか

ないよ。 かせる。
・ばらの１０本は１０の束にして，１０ ○助きまり①は使えるね。
の束１つを十の位に入れるといいな。 ・机間指導により，繰り上がる

・十の位は１０の束が全部で６つになっ １０の束の処理に困っている児
て一の位はばらが２なので答えは６２ 童には個別に記数法のしくみを
だ。 ３４ ふり返らせる。

・でも，十の位の数字を消して ＋２８ ・数え棒の操作では十の位からた
書き直すのはめんどうだな。 ５２ しても一の位からたしても差が
何かいい方法はないかな。 ６２ ないので，筆算形式でかくこと

一の位からたす で比較させる。
・一の位からたしていこう。 ○助きまり②も使えたね。
・４＋８＝１２ ・十の位からたした児童と一の位
・一の位にはばらが１２本も入 からたした児童の両者の発表を
らないので１０の束にして十 １ 聞いて，共通点や相違点を見つ
の位に１繰り上げるといいな ３４ けさせる。

・繰り上げた１と３と２で十の ＋２８ ○助十の位からたした方は書き直し
位は６だな。答えは６２だ。 ６２ たんだね。一の位からたした方

(2)交流する。 ・どちらも答えは６２になるな。 は書き直さないですっといった
・十の位からたした方は答えを書き直し ね。答えは同じだったね。
ていたけれど，一の位からたした方は ・教師は事実だけ確認し，どちら
すっとできていたな。 の方法が簡単か話し合わせない。

４ 繰り上がりのあ ・前の計算では十の位からたしていたけ ・十の位からたしていたが，一の
る場合の問題を解 れど○○さんの説明を聞いて一の位か 位からたす方に変わったという
く。 らたすと，すっとできて簡単にできた 児童を意図的に指名する。
・４５＋２９ よ。 ・児童の様子を見ていて，全員が
・２７＋５６ ・もう，どんな計算でもできそうだ。 一の位から計算をするまで計算

筆算は繰り上がりがあるときもない 問題をさせる。
ときも一の位からたす。



１ 子どもたちの思い・願いを大切にする授業

本単元で，児童は筆算形式について初めて学ぶ。それゆえ，研究の視点で述べた教材の見方・系
統性の出発点にあたる。そこで，数学的な見方・考え方・学び方を育てる発問・助言を中心に工夫
した。また，数え棒操作と筆算の方法を関連させて筆算のいろいろなきまり見つけることを考えさ
せる場を中心に考えた。以下に具体的な例を示す。

(1) 子どもの反応の違いの中から共通点を見つける
第１時は(２位数)＋(２位数)で繰り上がり
のない筆算をした。位取り板の上で数え棒の
操作をしたところ児童には十の位からたす方
法と，一の位からたす方法の２通りの反応が
あった。そこで２つを比較して共通点と相違
点を話し合った。数え棒で操作する場合も筆
算の形にかいて計算する場合も，どちらの位
から計算し始めたのかが違い，操作や唱え方，
答えは同じになった。たす順番が 違っても
同じ位どうしたすと答えは同じになったこと
と「３と１で４」，「７と２で９」はどちら
にもあることから，【同じ位うしをたす】と
よい ということを【きまり①】としてま
とめた。別の計算でも同じことがいえるのか
してみた。

(2) 誤答を生かす

第１時の学習の練習問題１９＋８０(２位数)＋(何十)，
５＋４３(１位数)＋(２位数)をしていて左のようなかきかた
をしている児童がいたので全体でとり上げた。みんなで話し
合ったところ，位をずらさなければいけないことに気付き，
今後このような間違いが起こらないようにするために，【き
まり②たてに位をそろえてかく】が決まった。

(3) 子どもの反応の違いを本時の課題とする

わたしは十の位からたしまし

た。答えは４８になりました。

わたしは一の位からたしました。

やっぱり答えは４８になりました。

十の位からたしても一の位から

たしても答えは同じなんだ。



本時の３４＋２８(２位数)＋(２位数)で，一の位に繰り
上がりのある筆算の導入時に３通りの誤答例があった。児
童は十の位からたした子も一の位からたした子も４＋８の
答え１２のかきかたに困っていた。前時の３７＋１２の筆
算とどこが違うのか話し合って，本時は一の位に繰り上が
りがある筆算であることを見つけた。また，前時に２つの
たし算の筆算のきまりを見つけていたので，本時の課題は
「繰り上がりのある筆算のきまりを見つけよう」になった。

(4)算数「はかせ」の視点で比較してよりよい方向を見つける
①前時見つけたきまりを本時の場合に拡張する

十の位からたしても一の位からたしても，数え棒操作では順番が違うだけで，１０のばらを
１０の束に替える操作や答えは同じになった。

②数え棒で操作したことを筆算形式にかく
十の位からたす

３０＋２０とすると５０なのに，答えが５００をこえるのはへんだなあ。

あれっ！一の

位の部屋にば

らの数え棒が

１２本も入らな

いよ。繰り上

げればいいん

だ。

わたしは十の位からたしました。３＋２＝５，４＋８＝

１２で一の位は２とかいて，数え棒では６２になった

ので５２の下に６２と書き直しました。

きまり②を使って筆算してみよう。

わたしは，５２の５を消して６に

書き直しました。

一の位の部屋にはばらの数え棒が９本までしか入らな

いので，１２本のうちの１０本のばらを１０の束に替えまし

た。十の位に１０の束が６つ，一の位にばらが２本で答

えは６２になりました。

繰り上がりがあるだけで，きまり①はこの場合も使えるよ。



一の位からたす

十の位からたした方も一の位からたした方もそれぞれ反応例が２例あった。それぞれを比較し
て十の位からたした方は答えを書き直していて，一の位からたした方は書き直していない，と話
し合った。教師はここで，どちらがいいのかとは聞いたり，価値付けをしたりせず，「十の位か
らたした方は書き直したんだね。一の位からたした方はすっと答えを書けたんだね。」と事実を
整理して表現することで，子どもたちが自分で判断しやすくした。

③学び合い，納得しながらみんなできまりを見つける
次に繰り上がりのある筆算の２問目をした。４５＋２９もやはり十の位からたした児童がまだ

多くいた。そこで，１問目は十の位からたしていたけれど，一の位からたした方に変わった児童
を数人，意図的に指名して説明させた。一の位からたした方が書き直さなくて良いので簡単であ
ることをもう一度計算の仕方から説明していた。そうすると十の位からたしていた児童から「分
かった！あっそうか。」という声が聞こえたかと思うとあちこちから「分かった！」の声があが
った。
そして，３問目の２７＋５６は全員が一の位からたすことができた。

そこで【一の位からたす】ことを【きまり③】とし，
前時に繰り上がりがない筆算をした時にはどちらの位か
らたしてもよいとしていたので，ここで【繰り上がりが
あってもなくても一の位からたす】とよいことに話し合
って決まった。
(5) 分かりやすい表現の仕方
繰り上がりのある筆算の練習問題として２７＋９をし

たときに写真のような誤答があった。今までにも繰り上
がりの１をかいていた児童の発表もあったのだが，この
ときにも繰り上がりの１をかくとよいことを数え棒操作
とつないで説明し，間違っていた児童が納得できたので
【繰り上がりの１をかく】ことが【きまり④】となった。

(6)既習事項を活用する
児童は第３時でたし算の筆算の練習問題をし，もうどんな問題

も解ける，と自信をもつことができた。そして，ひき算の筆算も
早くしたいという願いをもって第４時に臨むことができた。授業
の初めに今までのきまりを振り返って掲示しておいた。３６－２
４はきまり①②③が使えそうだと児童は予想し，ひき算の筆算は
初めてだったが，筆算の形式にかいて簡単に計算することができ
た。

後のことを考えて十の位の上に１をかいておくといいですよ。

早く，ひき算の筆算もしてみたいなあ。

きまり①②③を使えば簡単にできたよ。

わたしも一の位から先にたしました。

十の位に繰り上げた１をわすれない

ように３の上にかきました。

わたしは一の位からたしました。

４＋８＝１２，一の位に２とかき

ました。繰り上がった１はおぼえ

ておいて十の位に６をかいて，答

えは６２です。



６ 成果と課題
○ 数え棒操作の仕方を隣の児童と教え合ったり，前で発表した操作をもう一度したりと，子ども
どうしで話し合ったり，教え合ったりしながら授業を進めた。分からないときは「ここが分から
ないから教えて」と言える児童もいた。また，同じことでも言い方を換えて何人かの児童が発表
し合った。すると，教師が教え込むよりも児童の言葉の方が納得でき，本当に自分のものにする
ことができた。そして，授業の途中で何回も「あっそうか！分かった！」という声が聞こえてき
た。授業の最後の感想に，「○○さんの発表を聞いて，～が分かった。」というような内容のこ
とをノートに書けている児童が増えた。
○ 第２時，児童に十の位からたしたのか，一の位から
たしたのか下のワークシートの中に意思表示をさせて
全員が一の位からたすようになるのを待った。このよ
うに教師が無理に導いたのでもなく，本当に納得して
見つけたきまりなので，自分たちで見つけたきまりは
確かな力となり，その後も自分の力として身に付いた。
この単元を通じて子どもたちが見つけた筆算の仕方のきまりは
７つだった。
△ 児童は単元を通して発表する力はだいぶついたが，数え棒操
作したこと等をことばで書くことに抵抗があり，十分表現でき
なかった。これからは，
自分の考えや操作した
ことを図でかいたり，
ことばや文で書いたり
して表現できる力をつ
けていきたい。


